
鉄筋コンクリート造の試験体作製　
環境工学技術系　多田克彦　

1，はじめに

1995年1月に発生した兵庫県南部地震では、連層耐裏壁の1・2階部分が激しくせ

ん新破壊し、大破と判定された建物があつた°靭性設計法の観点から言えば、耐震壁の崩

壊形は1階壁脚部での曲げ輝伏が望ましいが、こめ場合は建物の強度が低く、計算上の変

形性能が麺挿されなかつたと考えられる。今後、耐震設計を行うにあたつて鞠性だけに大

きく依存するのは危険が伴い、建物の強度をある程度高めっつ変形能を確保することので

きる連層耐靂壁の役割が増してくると思われるo特に壁には計画上開口が要求される場合

が多いので、有開口壁の問題が重要であるoそこで本来験では中低層の鉄筋コンクリート

迄建物で下部2層が有開口耐藤壁であるものを対象とした試験体WNOl．wNO2に引き続

きWsOl、WSo2、WsO3、WsO44体作製する。

2．試験体の寸法

各試験体の開口周比、開口高さ、開口 表1

幅芸霊長……芸芸誌建物。壁を2層1スバ匝］開口周比　開口高さ開口幅
ンモデルに縮小し、連層耐震壁の下部2　WsOI O・4（中央）　　31cm　　38cm

匿
層を対象として、柱・梁と壁を実大4分Iwso2l0．5（中央）l38．了5c－n
のlスケールで作製する。

柱は15cmX15cmの断面でその長さは
WSO3l0．4（中央戸型）138c－n

140cmとし、梁は15cmX15cmの断面　WsO4　0．4（偏在戸型）38Cm　　31cm
でその長さを8o cmlとする°

一方、壁は1．2層とも内法長さを80c札内法高さを62－5c恥厚さを7■5cmとする。

その他試験体の寸法として上下基礎部の寸法を以下に記す。

上基礎：幅×せい×長さ＝4OcmX30cmX16Ocm

下基礎：幅×せい×長さ＝4OcmX40cmX160cm

3．1　配筋

試験体の配筋図を図1に示す。

柱の配筋は主筋にDl0を4本、帯筋にはD6を使用し、帯筋間隔は1層では3。mm・2

層では5。Ⅲm間隔で配筋した。2層部分の帯筋間隔は50mmであるが、柱が単独柱となる試

験体Ws04の2層部分では開口上端まで帯筋間隔を30mmで配筋した。

壁の配筋は壁縦筋、壁横筋ともに¢4をダブルで使用し、50mm間隔で配乱交点を溶

接し溶接金網として使用した°

この他に各試験体でほ以下のような補強筋を配筋し、開口補強方法は1層瓢　2層部と

もに同じとする。

V．．SOl：問rl補強筋としてI）10を4本、D6を4本使用し、格子型に配筋する。

Ⅵ．SO2：開口補強筋として袖壁にD6を8本Ⅹ型に、D6を4本格子型に配筋する。
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W S O 3 : 開口補強筋として D 13 を 4 本縦,

W S O 4 : 開口補強鮪 として D 1 3 を 3 本縦,
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3 . 2 鉄筋加 工

加工鉄筋の取付箇所 ､

鉄筋加工 本数は試験体､
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寸法等を表2 に ､ 鉄筋加工 図 を図 2 に示す ｡

W S O l ､ W S O 2 ､ W S O 3 ､ W S O 4 ､ 4 体分とする ｡

0.O

-

■ヽ r

A

巾

･
q
-

o
q

Jヽ q

-
～

～

一

l
} l

t ■l

”

～

一

ら

0

汁
]!
J
ヽ

]
l
l

｢ .
∋

○ ｡ t >

ご l I

l

ごi
～ ;

l

ヨ
A
翌

!

- 般の 蝕設現場で の鉄筋加工 はm m 単位で は加 工されずc由単位で 加工 され る場合が多 い ｡

-

42
-



今回の 実験で は試験体 を采太4 分の

1
.

ス ケ -

ル で作製する ため ､ m 単位で

加工 した ｡

¢ 6 以下の径の鉄筋加工 は鉄筋曲者

( 規格 鉄筋モ クバ 18 m m ) を使用 し ,

め 6 以 上の 径の 鉄筋加工 は鉄筋曲器

(規格 モ クバ ベ ンダ
ー 1 0 - 13 m m ) 香

使用 した ｡

壁妨 には めヰ
ーS R 4 95 を使用し ､ 5 0 r n r n

間隔で 配筋 ､ 交点を溶接し溶接金網と

して使用 したた め, 溶接した状態で鉄

線の 南面に 歪ゲ
ー

ジを貼付し､ 引張試

験 を 4 本行 っ た. 試験 の結果は ､ 鉄線

の 引蛋強度は溶接によ る熱の影響は ほ

とんどなく ､ 鉄線切断箇所も溶接箇所

以外 で 切れた o

柱 : 主筋(a) 定着長さ 1 2 2 m m

染 : 主筋(e)定着長さ 22 0 r n r n

開 口補強筋(s)
-( u) フ ック部分の 長さ

70 m m

開口斜め補強筋( 冗)斜め部分の長さ

2 4 0 m m
蓑 2
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3 . 3 鉄筋加工精度と盃ゲ
- ジ鮎

歪ゲ ー ジ鮎位置は図 3 に示すQ

柱帯筋､ 梁あぼら妨などの ¢ 6 以下 の鉄筋加工精度

を
- 1

.
5 rr m とし､ め6 以 上の鉄筋力日工精度は ± 1 .5

m m とした台

鉄筋 へ の歪ゲ
ー

ジ貼 りは注主節 ､ 壁筋及び開 口部者

強畜の 主要箇所 ヘ 歪ゲ
ー

ジ く規格 F L A - 3 -i ト5 L T)

を W S O ト6 2 枚 W S O 2 -7 2 枚 W S O 3 -5 4 枚 W S O 4 4 7

枚全て C N 接着剤で鉄筋に貼付し ､ パ ラ フィ ンで 防漉

して ､ ガ
ー ゼと P 2 接着剤で濃蘭を保護した｡

W N O l ､ 闇 N O 2 の壁筋は盃ゲ
- ジを貼っ て から溶

接を行っ たため ､ 鉄線溶接に困難を極めたが ､ 今回

は作業性を長くするため に先に溶接して から､ 歪ゲ

ー

ジを貼付したo

図

4 . 型枠

型枠の 吸付箇所と寸法等を衰3 に､ 型枠施工図を図4 に示す｡

型枠施工枚数は試験体 W S O l ､

使用 した (転用) ｡ ただし柱､ 梁

(頗板) ､ 壁 ( 底板) ､ 開口慾怒枠

は転用が不可能なため ､ 各試験

体ごとに型枠を作製したo

試験体の 型枠 ( a) (b) (c) 箇所に

ほんの わずかな膨らみが表れたた

めフ レ ー

ム (サ ン木) を補強した

フ レ ー

ム に使用する製材直後の

材木は含水率が高く, 乾燥後､ そ

り, ね じれ , 曲がるという欠点が

あるため ､ 三 ケ月以上束験棟室内

にて乾燥させて使用する .

セ ッ ティ ングの 際, 試験体の座

りをよくするために( a) ､ (b) の型枠

で長芋方向 一 辺の中央部分を弓な

りに手錐で勘をつ けて 1 m r n 弱削

る .

型枠(d) ､ ( k) は 1 枚板で作製する

と撃砕脱撃時に ､ 試験体の
一

部を

破損 したり ､ 脱型 に困難をきたす

た栂 ､ あらかじめ奄気鋸で 引き日

をいれて おく o

W S O 2 ､ 2 体分とし , W S O 3 , W S O 4 は繰り返 し撃砕を

表 3

取付箇所 名称 蘇 (rr m )
▲

樵( m r n) 枚数 記 号

下基礎 底板 40 0 160 0 2 (a)

上基礎 底板 30 0 160 0 2 (b)

上基礎､ 下基礎 側板 45 5 1 6 0 8 4 (c)

上基礎､ 下基礎 p 側板 4 5 5 1 6 0 0 4 (d)

荏 底板 1 5 8 1 4 8 8 4 ( e)

荏 側板 2 0 5 1 4 8 0 4 杓

荏 側板 8 1 6 1 3 .5 4 (蛋)
■

柱 側板 8 1 6 1 3 .5 4 (h)

染 底板 1 5 0 8 4 0 2 (i)

染 側板 暮1 8 00 4 臼)

壁 底板 6 2 5 8 0 0 4 (k)

上基礎､ 下基礎 側板 45 5 5 10 4

(1)4 5 5 4 1 0 4

W S O l 開 口部

W S O 3

W S O 4

窓枠 7 5 2 9 8 .
5 12

( m )

W S O l 開 口部

W S O 3

W S O 4

窓枠 7 5 3 6 8
.
5 12

( n)

W S O 2 開 口部 窓枠 7 5 3 7 6 4 ( o)

W S O 2 開口 部 窓枠 7 5 4 6 3 .5 4 (p)
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(a)

( c)

(a)

(蛋) (h)

(k)

(r n)

[≡≡≡≡≡≡コ

( n)

5 . コ ンクリ - ト

コ ンクリ ー トは設計強度を 2 0 .6

始P a ､ 調合強度 を 2 3 .5 M P a
､ 目標ス

ラ ンプ 18 c m とし ､
L A S S 5 に基づ い

て 調合を決定したo

コ ンクリ
ー トの打込 み は各試験捧

l 体ずつ 行い , 打設量は 6 4 0
1

L克で コ

ンクリ
ー 卜をそれぞれ 8 バ ッ チに 分

けて打ち込んだ｡ また ､ 圧 郁恵度測

(ら)

(a)

(i)

(i)

図

(1)

∈≡≡≡ヨ

臼)

(o) (p)

義

j王縮強度 最大耐力時 ヤング係数
( M P a) 歪平均(LL ) 平均( × 1 O

J

M P a)

W S O l 3 1 .2 2 5 74 2
.
4 O

W S O 2 3 0 .4 2 5 7 5 2
.
3 8

W S O 3 3 1 .8 2 5 9 1 2 .
.
3 9

W S O 4 3 2 .9 2 64 6 2 .4 2

定の ために各バ ッ チ に つ い て め 10 × 2 0 c n の円柱供試体 3 本作 っ たQ 試験体
の 脱型をま､ 7

日後 に行い , 養生をま登内にて 空中養生とした.

コ ンクリ
ー トの圧縮試験 の結果は塞4 に示す ｡

6 . 試験体の 変形

試験体の各部の 変形 は変位計 を図 5 に示す位置 に取 り付け ,

.
測定す る o

水 平変彰は試験鉢 裏面の下基礎た埋 め込 みの ¢ 9 全 ネ ジボル トく
6 本) で ア ル ミ ア ングル

(4 nlnl X 5 8 珊1) を固定し､ アル ミ アングルに変位計を取り付けた ｡ 上基礎 ､ 軽部分 には埋め

込み の め 6 全ネジボルト(ま2 本) にガ ラス坂を貼り付けた アル ミ ア ングル を固定
した 勺

また ､ ③④⑥⑦⑬①⑬⑧の変位計の位置が各試験体に よ っ て 異なる q

拭敬体の変形は アル ミ ア ングル に取り付けた変位計とガラス板 の距離が変わ る
こ とに よ

-
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り変位を測定する ｡

全体変形 は､ 上基礎を固定した フ レ

- ム( H 型鋼) に取 り付をナた変位計によ

り測定する ｡

一 曲げ変形は柱側面の埋 め込みめ 6 全

ネジ ボル トにガ ラス板を貼っ たアルミ

ア ングル と変位計を取 り付け､ 変位計

の シ リ ンダ
ー

の先端をガラス 板に接触

させ憤怒する ｡

7 . 加カ方法
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載加は図 6 に示す加力装置を設置し

片持ち梁形式の知 力を行っ た o

まず試験体の 上下基礎部分とカロカ装

置の フ レ
ー

ム とを固定するふ

軸力は試験俸左右に ある 2 台の 両

端ピ ン支持 29 0 K N ジャ ッ キによ りそ

れぞれが常に 74 K N の圧縮力を保 つ よ

うにし､ 試験体に は 1 47 K N の軸カを

加える よう にした .

水平荷重は ､ 上部の 糾な梁の上 に H

型鋼を載せ ､ そ の芯に 片方固定, 片方

ピ ン支持 980 K N ジャ ッ キ による 左右

交番の片押しで水 平力を加えた｡

また , 載加点は脚部から 19 0 c Tn の高ぎ

とし
､ そ の点で水平荷重を各サイ クル の
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目標蔀材角まで加える こととした｡
図 6

8 . まとめ

1 ) 試験体の セ ッテ ィ ング下げ振り許容誤差を士 3 m m とした o 底辺 : 高さの 比が 1 対 5 ･25

で ある ため底辺 と高さが持つ 角度の番角許容誤差は 0 ,5 7 mrn 以内となる o

今回の試験体作製で は､ フ レ
ー ム と注する下基礎蕃分の加工精度が W S O l ､ W S O 2 は

許容誤差範囲外で下基礎1 辺側 にブリキ板(0 .3 m m) を差し込み実験 を行 っ た o W S O 3 ､

W S O 4 の 試敦捧は誤差を許容範囲内とする こ とがで きた o

2 ) 試験体の変形 で は ､ 試験体裏面の 下基礎に埋 め込みの ¢ 9 全ネジボル ト(6 本) で アル

ミ ア ングルを固定する o W N O l , W N O 2 の実簸で は ± 11 サイ クル ､ 部材角 1i2 5 r ad ､ 全

体変彰 士 5 7 .
O nlnl の ときアル ミ アングル にわずかなね じれが 生じた ｡ 今回 の実験で はア

ル ミア ングル側に変位計を取り付け前回よりも変位計の 数(D C P IO O n 用
- 4 本. D C P 5 0

m m
- 8 本. D C P 25 淑 - 2 本) が多い にもかかわ らず､ 両方向( たすき掛け) にすじかい を

入れたためね じれ が生じなか っ た ｡
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